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３ 平成 22 年度掛川市自然環境調査の概要 
 
(1)ツバメ調査 
ア 調査の目的 

ツバメが夏に越冬地から渡来し繁殖するためには、人家の軒などの巣を作る場所（営

巣場所）、巣材となる泥やかれ草を採取する庭や畑、餌となる虫が多数いる水田や林（採

餌場所）が揃っていることが必要です。そのためツバメは、古くから人間と深くかかわ

って生活をして来ました。しかし、都市化が進み畑や田んぼなどの農耕地が減り、コン

クリートのビルやアスファルトの道路などができて、巣材の採取場所や採餌場所が減少

するとともに、生息数が減少してきています（平塚市におけるツバメの繁殖分布 自然

と文化 平塚市博物館 1985）。 

本調査は、ツバメ類の営巣数を継続して把握することにより、掛川市の身の回りの自

然の変化をつかむとともに、調査に参加した小学生のみなさんが、調査を通じて身近な

自然から環境について考える機会を持ってもらうために行いました。 

 

イ 調査対象種 

掛川市では、ツバメ、コシアカツバメ、ショウドウツバメ、イワツバメの四種類のツ

バメが確認されています（平成 17 年度掛川市自然環境調査報告書 2006 掛川市）。こ

のうち掛川市内で繁殖が確認されているのは、ショウドウツバメを除く三種類です。 

本調査では、便宜上ツバメ類を指すにあったっても種類名とともにツバメを使用して

います。 

この三種類は姿・形、営巣場所、巣の形が下記のような違いがあります。 

種

類 
ツバメ イワツバメ コシアカツバメ 

飛

ん

で

い

る
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止

ま

っ

て
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る
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巣

の

形 

 

説

明 

一番多く見られるツバメ

です。町の中や町の近く

の田んぼや川原などにい

て、泥と枯れ草に唾液（つ

ば）を混ぜて人家やお店

に巣を作ります。 

昔はゴツゴツした岩場に

巣を作っていたので、イ

ワツバメと名づけられま

した。今は岩場のほかに

も、町の中の建物や橋な

どに巣を作ります。 

町の中や町の近くの田ん

ぼや川原にいます。人家

よりもコンクリートでで

きたマンションや学校な

どに、よく巣を作ります。 

図Ⅰ-１ ツバメの見分け方 

 

ウ 調査方法と内容 

  調査は、掛川市内の小学校の６年生(児童数の少ない学校は全学年)1,519 人を対象に、

児童の自宅における営巣の有無を問う、アンケート調査を行いました。 

  アンケートの内容は、営巣の有無、営巣したツバメの種類、周囲の環境、住宅の種類、

過去の営巣の有無の５項目とし、同時に調査の意義や方法、ツバメの見分け方などを説

明した調査のしおりを作成し、小学校の先生の協力を得て配布回収をしました。 

 

エ 調査結果 

① アンケートの配布数と回答数 

  アンケートは 1,519 通を配布し、そのうちの 85.4％にあたる 1,297通の回答を得まし

た。アンケートの回答率は、平成 17 年の 77.4％から 85.4％に 8.0％上昇しました。 

② 営巣率 

  本年ツバメが営巣をしたと答えた回答は 225 通で、これを集計数で割った営巣率は、

17.3%でした。 

 区域別の営巣率は、大須賀区域（22.3％）が最も高く、次いで大東区域（21.5％）掛

川区域（15.3％）でした。 

小学校区別では、営巣率が高かったのは原田（39.7％）、日坂（35.5％）、上内田（28.8％）

などで、低かったのは、第一（2.6％）、中央（2.2％）、西山口（7.8％）などでした。 

③ 営巣したツバメの種類 

  今回の調査で営巣の報告あったツバメは、ツバメ、イワツバメ、コシアカツバメの三

種類でした。そのうち最も営巣数の多かったのはツバメの 212戸、次いでイワツバメと

コシアカツバメがそれぞれ７戸でした(表Ⅰ-５・図Ⅰ-４)。 
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表Ⅰ-５ 営巣したツバメの種類 

種 類 戸 数 割 合 

ツバメ 212 93.8％ 

イワツバメ 7 3.1％ 

コシアカツバメ 7 3.1％ 

合計 226 100％ 

 

 
ツバメ 

 

 

図Ⅰ-４ 営巣したツバメの種類 

 

 

 

④ ツバメの営巣する環境 

(ｱ)周辺環境と営巣率 

  児童の自宅周囲の環境についての回答は、児童の自宅は農村地域（畑や田んぼが多い）

がもっとも多い 45.0％を占め、次いで住宅地域（住宅が多い）が 39.6％、山村地域（山

イワツバメ 

コシアカツバメ 
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が多い）13.8％、商業地域（お店が多い）1.6％の順でした（表Ⅰ-６）。 

  環境ごとの営巣率を比較すると、農村地域が最も高い 24.2％で、次いで山村地域

（13.8％）、住宅地域（9.6％）、商業地域（9.5％）の順でした（図Ⅰ-６）。 

ツバメは畑や田んぼの多い農村を好み、住宅や店舗などが多い住宅地域や商業地域で

は少ないことが分かりました。 

これは、農耕地域には泥やかれ草が多く巣の材料が得やすいことや、緑地が多いため

ツバメの餌になる小さな昆虫が多いことなどによります。 

 

表Ⅰ-６ 調査を行った児童の自宅の周辺環境 

  
畑や田ん

ぼが多い 

住宅が多

い 

お店がなら

んでいる 
山が多い 不明 合 計 

全体 582 512 21 179 3 1297 

営巣した 141  49 2  34  226 

営巣しない 441 463 19 145 3 1071 

営巣率 24.2％ 9.6％ 9.5％ 13.8％ 0％ 17.5％ 

 

⑤ 以前との比較 

(ｱ)過去の営巣  

  本年ツバメが営巣をしなかった児童の自宅での過去の営巣の有無を尋ねたところ、以

前に営巣したことのあると回答したものは、集計数の28.3％にあたる367件ありました。 

過去の営巣した時期についての質問はなかったため時期については不明ですが、本年

営巣した児童の自宅と合わせると、市内では 45.6％の児童の家で以前にはツバメが営巣

していたことになり、かつては掛川市内の多くの家でツバメが巣を作っていたことが分

かりました（表Ⅰ-11）。今回の調査では、営巣していた年の調査は行いませんでしたが、

石川県が 40年前から行っている全県のツバメの数の調査によれば、平成２年ころから次

第に観察される親鳥の数が減りはじめ、今年は当時の半数になってしまっています(第 39

回ふるさとのツバメ総調査報告書 石川県 平成 22 年)。 

表Ⅰ-11 ツバメの営巣事例数 

営巣したことがある  

本 年 過 去 

営巣したこ

とはない 

合 計 

回答数 225 367 705 1297 

17.3％ 28.3％ 
割合 

45.6％ 
53.4％ 100％ 

 

(ｲ)営巣率の変化 

  本年の営巣率を平成 17 年の結果と比較すると、全域では前回の 21.8％から 17.3％に

4.5％減少しました（表Ⅰ-12・図Ⅰ-12）。 

  そしてこの間の掛川市内の農耕地の割合は、25.4％から 24.6％に僅かながら減少して

います（表Ⅰ-12）。 
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  区域別では、掛川区域と大東区域では営巣率が減少しましたが、大須賀区域は増加し

ました。 

  この間の区域別の農耕地の割合は、掛川市では 3.0%減少しましたが、大東・大須賀区

域では農耕地の割合が増加しました。 

 

表Ⅰ-12 区域別の営巣率と農耕地割合の変化 

営巣率 農耕地割合   

  平成 17 年 平成 22 年 増減 平成 17 年 平成 22 年 増減 

掛川区域 20.8% 15.4% -5.4% 22.6% 19.6% ‐3.0% 

大東区域 28.3% 21.5% -6.8% 34.7% 37.9% ＋3.4% 

大須賀区域 14.0% 22.3% ＋8.3% 28.1% 34.2% ＋6.1% 

掛川市 21.8% 17.3% ‐4.5% 25.4% 24.6% ‐0.8% 

 

 

図Ⅰ-12 区域別の営巣率の変化 

  小学校区別の平成 17 年からの営巣率の変化を比較すると、原田小、城北小、千浜小、

大渕小、横須賀小などの小学校区では、営巣率が高くなりましたが、その他の小学校区

はすべて低くなりました。中でも東山口小、西郷小、曽我小、土方小、佐束小などの学

区での減少が目立ちます（表Ⅰ-14）。 
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表Ⅰ-14（１） 小学校区別の営巣率の変化 

増減 
小学校区 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 

22 年-17 年 22年-12年 

第 一 小 14.0% 8.1% 2.6% -5.5% -11.4% 

第 二 小 18.2% 14.8% 10.0% -4.8% -8.2% 

中 央 小 9.3% 7.3% 4.4% -2.9% -4.9% 

上 内 田 小 41.3% 29.5% 28.8% -0.7% -12.5% 

西 山 口 小 16.2% 12.7% 7.8% -4.9% -8.5% 

東 山 口 小 33.3% 40.0% 25.7% -14.3% -7.6% 

日 坂 小 27.0% 39.3% 35.5% -3.8% +8.5% 

城 北 小 15.9% 10.2% 11.0% +0.8% -5.9% 

倉 真 小 24.2% 27.1% 21.7% -5.4% -2.5% 

西 郷 小 20.0% 28.0% 9.8% -18.2% -10.2% 

原 泉 地 区 46.2% 18.2% 12.5% -5.7% -33.7% 

原 田 小 29.6% 28.8% 39.7% +10.9% +10.1% 

原 谷 小 24.4% 25.0% 16.7% -8.3% -7.7% 

桜 木 小 25.4% 16.3% 12.8% -3.5% -12.6% 

和 田 岡 小 25.4% 25.4% 19.5% -5.9% -5.9% 

曽 我 小 22.4% 25.5% 14.3% -11.2% -8.1% 

土 方 小 ‐ 26.0% 14.9% -11.1% ‐ 

佐 束 小 ‐ 30.0% 18.0% -12.0% ‐ 

中 小 ‐ 29.2% 24.2% -5.0% ‐ 

大 坂 小 ‐ 27.8% 19.1% -8.7% ‐ 

千 浜 小 ‐ 25.0% 29.2% +4.2% ‐ 

大 渕 小 ‐ 16.2% 22.2% +6.0% ‐ 

横 須 賀 小 ‐ 12.9% 22.5% +9.6% ‐ 

掛 川 市 22.3% 21.8% 17.3% -4.5% ‐ 

 

オ まとめと今後の課題 

①営巣率 

  全体の営巣率は、17.3％でした。区域別では大須賀区域が最も高く、大東区域、掛川

区域の順でした。 

  小学校区別では、原田、日坂、上内田などの小学校区が高く、第一、中央、西山口な

どの小学校区が低かったです。 

②ツバメの種類 

  営巣したツバメは、ツバメ、コシアカツバメ、イワツバメで最も営巣数が多かったの

はツバメでした。 
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これは、イワツバメやコシアカツバメは、ビルや橋げたなどのコンクリートの建造物

を営巣に利用する事が多く、児童の自宅は、コンクリートで作られているものが少ない

ためと考えられます。 

③ツバメの営巣する環境 

  ツバメが営巣した児童の自宅の周辺環境は、畑や田んぼが多い農耕地帯が最も多く、

住宅地や商業地域では少ないことが分かりました。 

  さらに掛川市の行政資料から調べた、小学校区別の緑地割合（農耕地や森林割合）と

営巣率を比較すると、営巣率の低い小学校区は、緑地割合が低いことが分かりました。 

  このことから、畑や田んぼが都市化に伴い住宅や商業地域に変わる都市化が進むと、

ツバメの営巣率も減少するため、ツバメの営巣率の変化は、地域の自然の状態を推し量

る指標となることが分かります。 

④営巣率の変化 

  本年の営巣率は、平成 17 年と比較して 4.5％減少し、さらに掛川区域では 10 年前の平

成 12 年からは、6.9％減少しました。 

  この間掛川区域の農耕地割合も 22.9％から 19.6％に 3.3％減少し、都市化が進みまし

た。 

 

⑤今後の課題 

  掛川市では、ツバメの営巣率が下がっています。これは市内の都市化が進み次第に人

里の自然がなくなって来ていることを示しています。 

  アンケート調査を進めるにあたって小学校の先生には、アンケート用紙を増し刷りし

て全校生徒に配布して下さった事を知らせていただいたり、アンケート用紙の回収状況

から、児童のみなさんにアンケートの記入について指導をしていただいた様子がうかが

え、大きなご協力をいただきました。 

  また、アンケート用紙には周囲の営巣の様子や、両親や家族の方から聞いて書いたと

思われる、過去の営巣状態が詳しく書かれたものもありました。 

  このことは、児童のみなさんの協力によって行われている掛川市自然環境調査が、小

学校の中にも定着してきたとともに、児童のみなさんに調査を通じて身近な環境につい

て考える環境教育の機会を与えられたものと考えられます。 

  今回行ったツバメ調査のように、調査が継続して行われることにより、地域の自然の

変化が具体的に数字でつかめるようになりました。 

今後も小学生を対象にした自然環境調査を継続して行うとともに、その成果を広く市

民のみなさんに伝えて、これからの掛川市の自然環境のあり方について、考えて行く機

会を増やしてゆくことが大切です。 
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(2)水辺調査 
 

 

 

 

 



 
 

- 86 - 

 

 

 

 

 



 
 

- 87 - 

 



 
 

- 88 - 

 

 

 

 

 



 
 

- 89 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

- 90 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

- 91 - 

 

 

 

 



 
 

- 92 - 

 

 

 

 

 



 
 

- 93 - 

 

 

 



 
 

- 94 - 

 


